
                 

2011年はチェルノブイリ原発事故から四半世紀という節目の年。 

地球上のかけがえのない「命・自然」が脅かされることのないように。 

 

◇ ◇ ◇ 

事故後 10周年にあたる 1996年より、チェルノブイリ子ども基金では救援カレンダーを制作

してきました。1996 年版は全国カレンダー展において「日本商工会議所会頭賞」、日独カレン

ダー展において「銀賞」を受賞。その後も受賞を重ねてきました。これまで多くのみなさまに

このカレンダーをご購入いただき、収益金は貴重な救援費用として被災地の子どもたちの医薬

品代や保養費用として使われてきました。 

チェルノブイリ子ども基金の創立者でフォトジャーナリストの広河隆一(DAYS JAPAN編集長)

はこれまで 50 回以上チェルノブイリ事故の被災地を訪問し、撮影を続けてきました。2011 年

版は、これまで制作したカレンダーの表紙に使用した写真を中心に構成しました。地球上のか

けがえのない「命・自然」が脅かされることのないよう、これらの写真は「生」へのメッセー

ジを発し続けます。 
 

地震国の日本で、私たちは原発と隣合わせに暮らしています。チェルノブイリ事故は決して

他人事ではなく、日本の私たちに多くの問題を投げかけています。 

一人でも多くのみなさまにこのカレンダーを通してチェルノブイリを、また日本の現状を考

えていただけたらと願っております。 

   

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

◆チェルノブイリ 24 周年 救援カレンダー 2011 年版 

タイプ：上下見開き 

サイズ：見開き時 縦 51.4cm×横 36.4cm カラー 

定価：1300 円（送料別）  

写真撮影：広河隆一  

デザイン：スタジオ・ギブ  

発行：チェルノブイリ子ども基金 

※カレンダーの収益は被災地の子どもたちの薬代や保養費 

などに用いられます。2010 年版の収益は 186 万円でした。 

【問合せ・申し込み先】 

チェルノブイリ子ども基金 

162-0816 新宿区白銀町 25 メゾンド原 207 号室 

TEL/FAX 03--5228-2680 

E-mail:cherno1986@tokyo.email.ne.jp 

http://www.smn.co.jp/cherno/index.html 
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